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今
回
の
フ
ェ
ア
で
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、
主
要
魚

種
を
は
じ
め
、
各
鮮
魚
の
確
保
に
大
変
苦
労
し
ま
し
た

が
、
各
事
業
所
と
の
連
携
も
あ
り
、
無
事
フ
ェ
ア
を
開

催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

鮮
魚
に
つ
い
て
は
、「
い
さ
き
」「
ひ
ら
ま
さ
」「
ま

だ
い
」
等
、
色
と
り
ど
り
の
魚
が
並
べ
ら
れ
、
丸
体
や

切
身
の
他
、
刺
身
や
寿
司
な
ど
、
様
々
な
形
態
で
販
売

さ
れ
、
売
上
は
好
調
で
し
た
。

　

加
工
品
、
乾
物
品
に
つ
い
て
は
、「
あ
じ
フ
ラ
イ
」

や
「
あ
ま
だ
い
」「
い
さ
き
」
等
の
開
き
物
、「
食
べ
る

い
り
こ
」「
煮
干
し
」
等
の
乾
物
、
長
崎
杉
蒲
の
「
イ

カ
入
り
カ
ツ
」「
え
び
カ
ツ
」
等
の
カ
ツ
シ
リ
ー
ズ
を

展
開
し
、
フ
ェ
ア
な
ら
で
は
の
商
品
と
し
て
大
変
好
評

で
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
７
店
舗
に
て
養
殖
ま
ぐ
ろ
の

解
体
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
実
演
販
売
の
効
果
も
あ
り
、
多

く
の
来
客
者
が
購
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
取
組
み
と
し
て
、
鮮
魚
を
は
じ
め
加
工
品
に

お
い
て
も
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
商
品
提
案
を
行

い
、
長
崎
県
の
魅
力
及
び
長
崎
県
の
水
産
物
の
強
み
を

活
か
し
、
販
売
強
化
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　

㈱
オ
ー
ク
ワ
は
和
歌
山
県
を
中
心
に
、
東
海
地
区
か

ら
関
西
地
区
に
か
け
て
約
１
５
０
店
舗
を
展
開
し
て
い

る
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
で
す
。「
九
州
・
沖
縄
フ
ェ
ア
」

は
毎
年
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
夏
と
冬
の
年
２
回

開
催
さ
れ
て
お
り
、
県
内
各
地
の
鮮
魚
・
養
殖
魚
の
他
、

各
種
加
工
品
を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

GYOREN NEWS

鮮魚売り場の様子

販売の様子

まぐろの解体ショーの様子

　

さ
る
７
月
６
日
か
ら
７
日
に
お
い
て
、

㈱
オ
ー
ク
ワ
に
て
九
州
・
沖
縄
フ
ェ
ア

が
開
催
さ
れ
県
内
各
地
の
旬
の
鮮
魚
、

加
工
品
を
中
心
に
販
売
し
ま
し
た
。

事
業
推
進
部
　
営
業
課

㈱
オ
ー
ク
ワ　
九
州
・沖
縄
フ
ェ
ア
を
開
催
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□
事
業
利
益

　

事
業
利
益
が
黒
字
で
あ
っ
た
組
合
は

61
組
合
中
28
組
合
で
あ
り
、
赤
字
で

あ
っ
た
組
合
は
33
組
合
で
し
た
。
事
業

利
益
の
合
計
額
は
Ｒ
２
年
度
を
境
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
Ｒ
５
年
度
は
Ｒ
４
年

度
と
比
べ
る
と
黒
字
組
合
が
４
組
合
増

加
し
、
事
業
利
益
合
計
額
も
若
干
増
加

し
て
い
ま
す
。

□
販
売
・
購
買
事
業

　

漁
協
の
基
幹
事
業
と
な
る
販
売
事

業
の
取
扱
高
は
４
９
，８
４
１
百
万

円
、
組
合
員
１
人
当
た
り
の
取
扱
高
は 

２
，
５
７
３
千
円
と
過
去
５
ヵ
年

で
一
番
の
取
扱
高
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
購
買
事
業
の
取
扱
高
は 

８
，７
５
６
百
万
円
で
し
た
。
販
売
・

購
買
事
業
と
も
に
Ｒ
２
年
度
を
境
に
落

ち
込
ん
で
い
た
取
扱
高
が
回
復
し
て
い

る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

GYOREN NEWS 長崎県漁連の最新ニュースをピックアップ

　

長
崎
県
下
62
組
合
の
う
ち
３
月
決
算

61
組
合
の
業
務
報
告
書
を
集
計
し
ま
し

た
の
で
ご
報
告
致
し
ま
す
。

□
組
合
員
数

　

長
崎
県
下
61
組
合
の
正
組
合
員
数

は
６
，７
９
０
名
、
准
組
合
員
数
は 

１
２
，４
１
９
名
で
し
た
。
過
去
５
ヵ

年
の
正
組
合
員
数
の
推
移
は
、
毎
年

４
％
前
後
の
減
少
率
を
示
し
て
い
ま
す
。

□
当
期
剰
余
金

　

当
期
剰
余
金
を
計
上
し
た
組
合
は
61

組
合
中
47
組
合
で
あ
り
、
赤
字
を
計
上

し
た
組
合
は
14
組
合
で
し
た
。
当
期
剰

余
金
の
合
計
額
は
、
Ｒ
１
年
度
か
ら
Ｒ

４
年
度
ま
で
増
加
し
て
い
た
も
の
の
、

Ｒ
５
年
度
は
若
干
減
少
し
、
黒
字
の
組

合
は
５
組
合
減
少
し
て
い
ま
す
。

総
務
指
導
部
　
指
導
課

令
和
５
年
度　
業
務
報
告
書
の
取
り
ま
と
め

組合員数の推移

正組合員数　　 准組合員数　　 組合員数

赤字漁協　　 黒字漁協　　 事業利益額（千円）

赤字漁協　　 黒字漁協　　 当期剰余金（千円）

販売事業取扱高（千円）　　 購買品供給高（千円）

事業利益の推移

当期剰余金の推移

販売事業取扱高・購買品供給高
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●
長
崎
市
た
ち
ば
な
漁
業
協
同
組
合鳥越　一男

代表理事組合長

●
峰
町
東
部
漁
業
協
同
組
合

大江　長泰
代表理事組合長

●
西
有
家
町
漁
業
協
同
組
合

多良　哲也
代表理事組合長

●
新
松
浦
漁
業
協
同
組
合

田渕　輝明
代表理事組合長

●
島
原
半
島
南
部
漁
業
協
同
組
合植木　一夫

代表理事組合長

●
大
島
村
漁
業
協
同
組
合

山口　和幸
代表理事組合長

新
組
合
長
の
ご
紹
介

バッテリーキャンペーン実施
………………………………………………………………… 購販部　購買課

　

日
頃
よ
り
皆
様
に
ご
愛
用

頂
い
て
お
り
ま
す
「
Ｊ
Ｆ

バ
ッ
テ
リ
ー
」
に
つ
い
て
、

毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
下
記
の
期

間
に
て
実
施
致
し
ま
す
。

　

近
年
、
燃
油
の
高
騰
や
漁

業
資
材
、
生
活
用
品
等
の
値

上
げ
が
続
い
て
お
り
、
本
課

と
し
て
微
力
な
が
ら
も
漁
業

者
の
皆
様
に
支
援
を
行
い
ま

す
の
で
、
是
非
こ
の
機
会
に

ご
利
用
下
さ
い
。

◎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
◎

　

令
和
６
年
９
月
１
日
～

　

令
和
６
年
11
月
29
日

◎
対
象
商
品
◎

　

Ｊ
Ｆ
バ
ッ
テ
リ
ー
三
機
種

　

•

１
３
０
Ｆ
５
１

　

•

１
５
５
Ｇ
５
１

　

•

２
１
０
Ｈ
５
２

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
価
格
に
つ

き
ま
し
て
は
、各
組
合
購
買
窓

口
ま
で
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

今
後
も
系
統
利
用
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
程
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

GYOREN NEWS
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ＪＦバッテリーの特徴

防爆栓仕様
・ 水素ガス発生によ

る引火爆発を防止。

電圧
（Ｖ）

外径寸法（約 mm）
箱高×幅×長さ

液入質量
（約 KG）

JF　130F51 12 210×180×502 32.9
JF　155G51 12 210×220×505 38.8
JF　210H52 12 216×276×518 57.4

付属端子を同梱
・ 海水等により腐食

した端子の交換用
→保守費用の軽減



祝
辞
の
後
、
議
案
に
入
り
ま
し

た
。

　

議
長
に
は
、
新
松
浦
漁
協
青

年
部
の
渡
邉
健
斗
氏
が
選
任
さ

れ
、
全
議
案
と
も
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
１
号
議
案
】
令
和
５
年
度

活
動
報
告
及
び
収
支
予
算
決
算

承
認
の
件

【
第
２
号
議
案
】
令
和
６
年
度

活
動
計
画
（
案
）
及
び
収
支
予

算
（
案
）、
令
和
６
年
度
会
費

の
賦
課
及
び
徴
収
の
時
期
・
方

法
の
件

【
第
３
号
議
案
】
そ
の
他
の
件

GYOREN NEWS 長崎県漁連の最新ニュースをピックアップ

第70回定期総会及び
第４回意見交流会が開催さる
…………………………………………………… 長崎県漁協青壮年部連合会

○
第
70
回
定
期
総
会

　

14
時
よ
り
開
催
し
た
定
期
総

会
で
は
、
牧
島
会
長
の
主
催
者

挨
拶
、
来
賓
よ
り
長
崎
県
水
産

部
吉
田
部
長
及
び
長
崎
県
漁
業

協
同
組
合
連
合
会
髙
平
会
長

（
代
読
：
河
田
部
長
）
か
ら
の

○
第
４
回
意
見
交
流
会

　

本
交
流
会
は
、
長
崎
県
の
協

力
を
得
て
、
青
壮
年
部
や
水
産

業
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
、

部
員
同
士
が
自
由
に
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
場
と
し
て
、

平
成
27
年
度
よ
り
開
催
し
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
平
成
30

年
以
来
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
「
今
後
の
水
産
業
に
つ

い
て
」
と
い
う
広
い
テ
ー
マ
で

討
論
し
、
部
員
を
無
作
為
に
５

グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
討
議
・
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
部

員
以
外
に
も
系
統
団
体
や
行
政
、

長
崎
魚
市
㈱
の
職
員
、
経
済
青

年
団
体
の
役
員
等
も
参
加
し
、

様
々
な
業
種
・
立
場
か
ら
意
見

を
出
し
合
い
、
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
の
発
表
で
は
、

現
状
の
問
題
点
を
挙
げ
た
上
で
、

「
メ
デ
ィ
ア
媒
体
を
使
っ
た
漁

業
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
」「
長

崎
の
魚
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」「
出

荷
先
の
模
索
」
等
、
前
向
き
な

意
見
も
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
牧
島
会
長
よ
り
、「
こ

の
交
流
会
で
出
た
意
見
を
各
青

壮
年
部
で
共
有
し
て
、
よ
り
よ

い
漁
青
連
・
水
産
業
を
目
指
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
交
流
会
で
出
た

意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
水

産
業
が
持
つ
魅
力
を
積
極
的
に

発
信
し
、
青
壮
年
部
活
動
を
盛

り
上
げ
て
参
り
ま
す
。

吉田部長挨拶 牧島会長挨拶

定期総会の様子

意見交流会の様子意見交流会（発表）の様子

　

さ
る
７
月
19
日
、
長
崎

県
漁
協
会
館
に
て
第
70
回

定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
ま
た
、
総
会
終
了
後

に
は
平
成
30
年
以
来
と
な

る
意
見
交
流
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
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主
催
者
と
し
て
Ｊ
Ｆ
全
国
漁
青
連 

川
畑
会
長
理
事
よ
り
挨
拶
が
行
わ
れ
た

後
、
来
賓
と
し
て
水
産
庁
増
殖
推
進
部

坂
部
長
、Ｊ
Ｆ
全
漁
連
三
浦
常
務
理
事
、

全
国
農
協
青
年
組
織
協
議
会
酒
井
会

長
に
よ
る
挨
拶
が
行
わ
れ
、
大
分
県
漁

協
青
年
部
連
合
会
山
田
会
長
が
議
長

に
選
出
さ
れ
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

〇
第
11
回
通
常
総
会

　

通
常
総
会
で
は
、
小
川
会
長
の
主
催

者
挨
拶
、
長
崎
県
水
産
部
吉
田
部
長
、

長
崎
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
田
代
専

務
理
事
か
ら
の
祝
辞
の
後
、
議
案
審
議

に
入
り
、
全
議
案
と
も
原
案
通
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
総
会
終
了
後
に
は

賛
助
会
員
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
㈱
共
冷
・
㈱
仙
台
水
産
よ
り
養
殖

餌
料
や
養
殖
ま
ぐ
ろ
販
売
に
つ
い
て
の

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
第
１
号
議
案
】
令
和
５
年
度
業
務
報

告
及
び
収
支
決
算
承
認
の
件

【
第
２
号
議
案
】
令
和
６
年
度
活
動
計

画
（
案
）
及
び
収
支
予
算
（
案
）、
令

和
６
年
度
会
費
の
賦
課
及
び
徴
収
の
時

期
・
方
法
の
件

【
第
３
号
議
案
】
そ
の
他
の
件

【
第
１
号
議
案
】

　

２
０
２
３
（
第
33
）
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
の
承
認
に
関
す
る
件

【
第
２
号
議
案
】

　

２
０
２
４
（
第
34
）
年
度
事
業
計
画

及
び
収
支
予
算
の
決
定
に
関
す
る
件

【
第
３
号
議
案
】

　

２
０
２
４
（
第
34
）
年
度
会
費
の
賦

課
並
び
に
徴
収
方
法
に
関
す
る
件

【
第
４
号
議
案
】

　

役
員
改
選
に
関
す
る
件

【
第
５
号
議
案
】

　
そ
の
他
に
関
す
る
件

　

右
記
の
全
議
案
に
つ
い
て
、
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
第
４
号

議
案
の
役
員
改
選
に
お
い
て
、
総
会
終

了
後
に
互
選
が
行
わ
れ
、
左
記
の
通
り

と
な
り
ま
し
た
。

〈
新
役
員
〉

会　

長　

阿　

部　

誠　

二（
宮
城
県
）

副
会
長　

尾　

崎　

勇　

太（
北
海
道
）

　

〃　
　

竹　

内　

大　

生（
石
川
県
）

　

〃　
　

金　

城　
　
　

勝（
沖
縄
県
）

理　

事　

小　

林　

大　

介（
静
岡
県
）

　

〃　
　

勝　

元　

一　

成（
大
阪
府
）

　

〃　
　

牧　

野　
　
　

誠（
岡
山
県
）

　

〃　
　

袈
裟
丸　

彰　

蔵（
佐
賀
県
）

監　

事　

八　

戸　
　
　

翼（
青
森
県
）

　

〃　
　

横　

江　

拓　

郎（
滋
賀
県
）

顧　

問　

川　

畑　

友　

和（
鹿
児
島
県
）

GYOREN NEWS

2024（第34）年度 全国漁青連通常総会
…………………………………………………… 長崎県漁協青壮年部連合会

長崎県まぐろ養殖協議会「第11回通常総会」の開催
……………………………………………………… 長崎県まぐろ養殖協議会

　

さ
る
６
月
26
日
、
東
京
都
中
央

区
日
本
橋
に
あ
る
Ａ
Ｐ
日
本
橋
に

て
Ｊ
Ｆ
全
国
漁
青
連
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
る
７
月
26
日
、
長
崎
県
漁
協

会
館
に
て
第
11
回
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
、
会
員
・
賛
助
会
員
や
行

政
、
系
統
団
体
等
、
約
50
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

主催者挨拶を行う
小川会長

新役員の様子
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【
第
35
回
定
期
総
代
会
】

　

さ
る
７
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
第
35
回
定

期
総
代
会
で
は
、
左
記
の
議
案
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
、
全
議
案
と
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

第
１
号
議
案
：
令
和
５
年
度
事
業
報
告
及
び

収
支
決
算
承
認
の
件

第
２
号
議
案
：
令
和
６
年
度
事
業
計
画
（
案
）

及
び
収
支
予
算
（
案
）
承
認
の
件

第
３
号
議
案
：
令
和
６
年
度
会
費
の
賦
課
及

び
徴
収
の
時
期
・
方
法
に
つ
い
て

第
４
号
議
案
：
西
日
本
延
縄
連
合
協
議
会（
四

県
漁
撈
長
会
議
）
確
認
事
項
に
つ
い
て

第
５
号
議
案
：
そ
の
他
に
つ
い
て

【�

長
崎
県
ト
ラ
フ
グ
資
源
管
理
漁
業
者
協
議
会
】

　

ト
ラ
フ
グ
資
源
に
つ
い
て
は
、
毎
年
実
施

し
て
い
る
種
苗
放
流
の
効
果
は
み
ら
れ
る
も

の
の
、
依
然
と
し
て
資
源
量
は
低
位
で
あ
る

為
、
回
復
に
向
け
関
係
県
で
様
々
な
取
組
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
開
催
さ
れ
た
「
長
崎
県
ト
ラ
フ
グ

資
源
管
理
漁
業
者
協
議
会
」
で
は
ト
ラ
フ
グ

資
源
管
理
へ
の
知
識
を
深
め
る
為
、
長
崎
県

総
合
水
産
試
験
場
松
村
氏
よ
り
「
ト
ラ
フ
グ

漁
獲
成
績
報
告
書
に
基
づ
く
デ
ー
タ
解
析
と

種
苗
放
流
効
果
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

GYOREN NEWS 長崎県漁連の最新ニュースをピックアップ

　

長
崎
県
延
縄
漁
業
協
議
会
は
、フ
グ
・

ア
マ
延
縄
漁
業
の
操
業
安
全
と
秩
序
維

持
、
並
び
に
資
源
の
保
護
育
成
に
努
め
、

漁
業
の
振
興
と
経
営
の
安
定
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

「第35回定期総代会」及び
「長崎県トラフグ資源管理漁業者協議会」の開催
………………………………………………………… 長崎県延縄漁業協議会

長崎県総合水産試験場松村氏による講演

開会の挨拶を行う後藤会長定期総代会の様子
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ト
ラ
フ
グ
は
、
日
本
海
・
東
シ
ナ
海
・
瀬
戸

内
海
系
群
と
伊
勢
・
三
河
湾
系
群
の
二
系
群
存

在
し
、
長
崎
県
で
漁
獲
さ
れ
る
ト
ラ
フ
グ
は
前

者
に
あ
た
り
ま
す
。

　

ト
ラ
フ
グ
の
資
源
状
態
は
依
然
と
し
て
低

位
・
減
少
傾
向
で
あ
る
と
の
評
価
が
出
さ
れ
て

お
り
、
九
州
・
山
口
北
西
海
域
ト
ラ
フ
グ
広
域

資
源
管
理
方
針
に
基
づ
き
下
記
の
取
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

（
一
）
漁
獲
努
力
量
の
削
減
措
置

①
承
認
制
・
届
出
制
の
実
施

　

承
認
制
は
総
ト
ン
数
５
ト
ン
以
上
の
ト
ラ
フ

グ
は
え
縄
漁
船
と
す
る
。

　

届
出
制
は
総
ト
ン
数
５
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
フ

グ
は
え
縄
漁
船
と
す
る
。

　
（
長
崎
県
で
は
承
認
隻
数
上
限
が
95
隻
）

②
操
業
期
間
の
制
限

　

海
域
を
５
つ
に
分
け
、
海
域
及
び
漁
港
ご
と

に
休
漁
期
間
を
設
定
す
る
。

③
小
型
魚
の
再
放
流

　

全
長
30
㎝
以
下
の
ト
ラ
フ
グ
を
採
捕
し
た
場

合
、
再
放
流
す
る
。

（
二
）
資
源
の
積
極
的
培
養
措
置

　

国
や
関
係
県
、
九
州
海
域
栽
培
漁
業
推
進
協

議
会
が
連
携
・
協
力
し
、
適
地
に
適
正
サ
イ
ズ

の
健
全
種
苗
放
流
を
推
進
す
る
。

（
三
）
漁
場
環
境
保
全
措
置

　

水
産
資
源
の
保
全
と
漁
場
環
境
の
改
善
に
よ

る
海
底
耕
耘
や
海
底
清
掃
等
を
実
施
す
る
。

　

今
回
の
放
流
は
、（
二
）「
資
源
の
積
極
的
培

養
措
置
」
に
あ
た
り
ま
す
。

　

近
年
、
佐
賀
県
白
石
町
で
放
流
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
長
崎
県
で
放
流
す
る
よ
り
も
当
地

区
で
放
流
し
た
方
が
よ
り
効
果
が
高
い
と
調
査

結
果
が
出
て
お
り
ま
す
。

　

異
常
気
象
に
よ
る
海
況
の
変
化
が
取
り
沙
汰

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
放
流
し
た
ト
ラ
フ
グ
が

大
き
く
な
っ
て
戻
っ
て
く
る
こ
と
と
共
に
資
源

回
復
を
願
い
現
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

有明海へトラフグ種苗放流を実施
………………………………………………………… 長崎県延縄漁業協議会

GYOREN NEWS

　

さ
る
６
月
25
日
に
佐
賀
県
白
石
町
に
て
、

ト
ラ
フ
グ
種
苗
（
約
70
㎜
）
を
１
万
５
千

尾
放
流
し
ま
し
た
。

放流されたトラフグ

放流されたトラフグ
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【
橘
湾
東
部
漁
協
】

　

橘
湾
東
部
漁
協
で
は
、
地
区
内
で
廃
棄
さ
れ

る
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
農
産
物
や
流
れ
藻
を
、
ア

カ
ウ
ニ
の
飼
料
と
し
て
活
用
し
、
養
殖
の
採
算

性
を
高
め
る
た
め
の
技
術
開
発
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。
夏
の
高
水
温
に
も
耐
え
、
順
調
に
育
成

し
、
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
特
別
な
設
備

や
高
額
な
費
用
は
不
要
な
た
め
、
小
規
模
漁
業

者
で
も
取
組
め
る
漁
業
と
し
て
、
組
合
員
に
紹

介
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
６

月
に
橘
湾
東
部
漁
協
で
は
、
養
殖
魚
が
大
き
な

赤
潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
ア
カ
ウ
ニ
は
ほ

と
ん
ど
影
響
を
受
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
魚
類
養
殖
と
ア
カ
ウ
ニ
養
殖
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
赤
潮
な
ど
の
自
然
災
害
リ

ス
ク
を
分
散
さ
せ
、
安
定
し
た
収
益
を
期
待
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
他
、
離
岸
堤
や
養
殖
筏
を
活
用
し
た
藻

場
造
成
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

【
長
崎
魚
市
場
】

　

長
崎
魚
市
（
株
）
と
の
情
報
交
換
を
行
い
、

建
設
整
備
が
進
む
高
度
衛
生
管
理
型
市
場
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
長
崎
魚
市
（
株
）
と
の
情

報
交
換
で
は
、
昨
今
の
水
揚
げ
状
況
や
中
国
の

輸
入
規
制
に
よ
る
影
響
、
鮮
魚
の
集
荷
に
か
か

る
流
通
対
策
等
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
場
の
視
察
で
は
、
衛
生
管
理
の
一
環
と
し

て
、
着
帽
、
靴
の
消
毒
、
手
洗
い
を
行
い
入
場

し
、
県
庁
水
産
加
工
流
通
課
よ
り
、
鳥
類
の
フ

ン
害
防
止
対
策
や
清
掃
方
法
等
の
取
組
み
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

【
長
崎
市
新
三
重
漁
協
】

　

長
崎
市
新
三
重
漁
協
の
活
魚
セ
ン
タ
ー
で
は
、

活
魚
の
水
揚
げ
設
備
の
活
用
方
法
や
養
殖
魚
の

赤
潮
被
害
、
海
水
温
の
高
温
へ
の
懸
念
と
い
っ

た
内
容
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　　

本
会
で
は
、
引
続
き
、
各
地
区
と
の
連
携
を

密
に
、
漁
協
運
営
の
健
全
化
に
向
け
た
情
報
交

換
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
く
ほ
か
、
職
員
の

人
材
育
成
や
意
識
改
革
の
た
め
の
活
動
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

GYOREN NEWS 長崎県漁連の最新ニュースをピックアップ

西彼・橘湾地区で移動役員会を実施
………………………………………………………… 長崎県漁協専務参事会

　

さ
る
８
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
、

西
彼
・
橘
湾
地
区
に
お
い
て
移
動
役
員
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

長
崎
県
漁
協
専
務
参
事
会
で
は
、
年
に

一
度
、
県
内
各
地
区
の
専
務
参
事
会
と
の

交
流
を
図
る
た
め
移
動
役
員
会
を
実
施
し

て
お
り
、
今
年
度
は
西
彼
・
橘
湾
地
区
で

開
催
し
ま
し
た
。

橘湾東部漁協でのウニ養殖

長崎魚市（株）との情報交換

長崎魚市場での視察
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GYOREN NEWS

　
（
公
財
）
漁
船
海

難
遺
児
育
英
会
は
、

漁
船
の
海
難
事
故

（
転
覆
・
衝
突
等
）

や
海
中
転
落
等
の

事
故
に
よ
り
、
親

を
亡
く
さ
れ
た
遺

児
の
経
済
的
・
精

神
的
援
助
を
目
的

に
設
立
さ
れ
、
幼

児
か
ら
小
中
高
生
・

大
学
生
に
学
資
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
教
育
費
の
高
騰
に

よ
り
資
金
的
に
は
ま
だ
十
分
と

は
い
え
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
と

も
皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

７
月
に
は
次
の
方
々
か
ら
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で

こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
紙
上
に
お
名
前

を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
敬
称
略
）

【
団　

体
】

▼
上
五
島
町
漁
業
協
同
組
合

募金ありがとうございます
（公財）漁船海難遺児育英会

長崎県かん水魚類養殖協議会
令和６年度定期総代会　開催
………………………………………………… 長崎県かん水魚類養殖協議会

　

当
協
議
会
は
、
適
正
養
殖
業
者
認
定
制

度
を
活
用
し
、長
崎
県
産
養
殖
魚
の
安
全
・

安
心
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
生
産
基
盤

体
制
の
整
備
に
よ
り
構
築
さ
れ
た
養
殖
技

術
の
継
承
と
魚
類
養
殖
の
経
営
安
定
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
事
業
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
定
期
総
代
会
で
は
左
記
に
つ

い
て
協
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
一
）
令
和
５
年
度
業
務
報
告
及
び
収
支

決
算
承
認
の
件

（
二
）
令
和
６
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
（
案
）
承
認
の
件

（
三
）
役
員
交
代
に
伴
う
新
役
員
選
任
の
件

（
四
）
モ
ジ
ャ
コ
採
捕
状
況
に
つ
い
て

（
五
）
赤
潮
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

（
六
）
そ
の
他

　

第
３
号
議
案
で
は
、
こ
の
６
月
に
漁
協

の
総
会
に
お
い
て
組
合
長
を
退
任
さ
れ
た

新
松
浦
漁
協
の
渡
邉
副
会
長
に
代
わ
り
、

平
戸
市
漁
協
の
山
中
組
合
長
が
副
会
長
に

推
薦
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
５
号
議
案
で
は
、
長
崎
県
水
産
部
水

産
加
工
流
通
課
と
長
崎
県
総
合
水
産
試
験

場
よ
り
、
昨
年
橘
湾
で
赤
潮
の
被
害
が

あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

作
成
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
と
赤
潮
発
生

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
年
も
昨
年
同
様
に
赤
潮
が
発

生
し
、
そ
の
被
害
状
況
の
報
告
と
赤
潮
防

除
剤
の
在
庫
状
況
に
つ
い
て
協
議
を
行
い

ま
し
た
。
総
代
よ
り
剰
余
金
の
一
部
を
赤

潮
対
策
と
し
て
防
除
剤
の
購
入
費
用
に
充

て
、
会
員
に
配
布
す
る
の
は
ど
う
か
、
と

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
会
員
へ
配

布
す
る
と
少
量
と
な
る
こ
と
か
ら
昨
年
同

様
、
国
に
対
す
る
陳
情
の
費
用
に
活
用
し

た
方
が
良
い
と
の
意
見
が
大
半
と
な
り
、

被
害
状
況
等
を
訴
え
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

特
に
赤
潮
被
害
が
顕
著
で
あ
っ
た
長
崎

県
・
熊
本
県
・
鹿
児
島
県
に
お
い
て
は
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
養
殖
業
者
の
救
済
と

今
後
も
生
産
を
継
続
で
き
る
よ
う
３
県
の

知
事
が
水
産
庁
等
に
要
望
書
を
提
出
し
て

お
り
、
本
協
議
会
と
し
て
も
全
海
水
を
通

じ
て
要
望
書
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

定期総代会の様子
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水産試験場だより

真
珠
養
殖
業
の
新
た
な
課
題
に

対
す
る
取
組
み
に
つ
い
て（
二
）

　
　
　
　

長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場　

�

種
苗
量
産
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー　

介
藻
類
科

は
じ
め
に

　

長
崎
県
に
お
け
る
真
珠
の
生
産
量
は
全
国
１
位
（
令

和
４
年
農
林
水
産
統
計
）
で
、
真
珠
養
殖
業
は
本
県
の

基
幹
産
業
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
生
産
さ

れ
た
真
珠
は
、
入
札
会
や
品
評
会
で
非
常
に
高
い
評
価

を
受
け
て
い
ま
す
（
図
１
）。

図１　最高品質の真珠（※）

（※） 真珠品質の要素である、大きさ、形状、
色彩（実体色）、照り（干渉色）、キズ、
巻き（真珠層の厚さ）の全てが優れた
真珠。

　

と
こ
ろ
が
、
本
誌
３
３
２
号
（
令
和
４
年
12
月
）
で

紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に
、
令
和
元
年
に
本
県
を
含
む
全

国
各
地
の
主
要
な
真
珠
養
殖
海
域
に
お
い
て
、
春
季
か

ら
秋
季
の
期
間
に
、
真
珠
を
つ
く
る
ア
コ
ヤ
ガ
イ
当
歳

貝
（
以
下
、
稚
貝
と
称
す
）
の
大
量
へ
い
死
が
発
生
し
、

大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
本
現
象
は
そ
の
後
も
継

続
し
て
み
ら
れ
、
国
と
関
係
県
が
連
携
し
、
本
現
象
の

実
態
把
握
と
原
因
究
明
に
取
組
み
、
令
和
４
年
に
（
国

研
）
水
産
研
究
・
教
育
機
構　

水
産
技
術
研
究
所
と
愛

媛
県
の
研
究
に
よ
り
、
本
現
象
は
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感

染
症
と
判
明
し
ま
し
た
。
一
方
、
対
策
に
つ
い
て
は
、

実
用
レ
ベ
ル
の
技
術
開
発
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、総
合
水
産
試
験
場
で
は
、令
和
５
年
か
ら
稚

貝
の
へ
い
死
を
軽
減
す
る
た
め
の
技
術
開
発
に
取
組
み
、

若
干
の
知
見
が
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

一
．
早
期
採
卵
及
び
種
苗
生
産
試
験

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
養
殖
業
者
か
ら
の
情
報
に
よ

る
と
、
本
現
象
に
よ
る
へ
い
死
は
、
小
型
の
稚
貝
に
多

く
、
大
型
の
稚
貝
に
少
な
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
大
量
へ
い
死
の
軽
減
対
策
と
し
て
、
毎
年

春
季
に
生
産
す
る
養
殖
種
苗
（
稚
貝
）
の
大
型
化
が
望

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
種
苗
生
産
機
関
で
は
、
従

来
の
３
月
採
卵
に
よ
る
種
苗
生
産
を
１
月
採
卵
に
早
め

る
取
組
み
を
試
み
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ア
コ
ヤ
ガ
イ
の
成
熟
期
は
本
来
６
～
10
月

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
３
月
採
卵
よ
り
早
期
と
な
る
１

月
採
卵
で
は
、
種
苗
の
生
産
が
安
定
し
な
い
こ
と
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
稚
貝
の
安
定
生
産
を

目
的
に
、ま
ず
、種
苗
生
産
用
親
貝
の
成
熟
を
促
進
す
る

た
め
に
必
要
な
養
成
飼
育
期
間
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

　

試
験
は
、
成
熟
が
進
ん
で
い
る
雌
雄
個
体
を
選
別
し

て
、
水
温
約
23
℃
（
県
内
の
主
要
な
養
殖
海
域
の
６
月

平
均
水
温
）
で
加
温
飼
育
を
行
い
、
ア
コ
ヤ
ガ
イ
の
成

熟
が
進
行
す
る
13
℃
以
上
の
積
算
水
温
（
午
前
10
時
の

飼
育
水
温
か
ら
13
を
引
き
、
そ
の
差
を
毎
日
積
算
し
た

数
値
）
が
０
、１
５
０
、２
０
０
、２
３
０
、２
５
０
及
び

２
７
０
℃
時
に
採
卵
を
行
い
ま
し
た
。結
果
を
表
１（
次

ペ
ー
ジ
）
に
示
し
ま
す
。
採
卵
数
は
積
算
水
温
が
高
く

な
る
に
従
い
増
加
し
、
受
精
率
と
ふ
化
率
は
い
ず
れ
も

２
３
０
℃
以
上
で
95
％
以
上
の
高
水
準
に
達
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
実
用
レ
ベ
ル
の
１
月
採
卵
に
よ
る
早
期
種
苗

生
産
を
目
的
と
し
て
、
真
珠
組
合
と
連
携
し
、
親
貝
の

養
成
飼
育
に
13
℃
以
上
の
積
算
水
温
を
用
い
た
種
苗
生

産
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

試
験
は
、12
月
か
ら
開
始
し
、成
熟
が
進
ん
で
い
る
親

貝（
雌
雄
各
30
個
体
）を
水
温
約
23
℃
で
加
温
飼
育
を
行

い
、
13
℃
以
上
の
積
算
水
温
が
２
３
０
、２
５
０
及
び

２
７
０
℃
時
に
採
卵
し
、
受
精
率
と
ふ
化
率
を
測
定
し

ま
し
た
。
続
い
て
、
生
産
し
た
浮
遊
幼
生
を
各
２
千
万

個
体
用
い
て
稚
貝
の
生
産
試
験
を
行
い
ま
し
た
。
結
果

を
表
２（
次
ペ
ー
ジ
）に
示
し
ま
す
。
令
和
５
年
及
び
６
年

の
１
月
採
卵
の
受
精
率
と
ふ
化
率
は
、
全
て
の
積
算
水

温
で
90
％
以
上
と
高
く
、生
産
し
た
稚
貝
の
採
苗
率（
飼

育
開
始
時
の
浮
遊
幼
生
数
に
対
す
る
着
底
稚
貝
数
の
割

合
）は
10
～
11
％
と
従
来
の
５
～
10
％
と
同
程
度
で
し
た
。

　

以
上
の
結
果
か
ら
、
成
熟
が
進
ん
だ
個
体
を
親
貝
と

し
て
選
別
し
、
12
月
か
ら
水
温
約
23
℃
で
加
温
飼
育
を

行
い
、
13
℃
以
上
の
積
算
水
温
が
２
３
０
～
２
７
０
℃

と
な
る
１
月
に
早
期
採
卵
が
可
能
と
な
り
、
実
用
レ
ベ
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ル
の
稚
貝
数
（
採
苗
率
）
が
生
産
で
き
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

二
．
早
期
採
卵
稚
貝
の
飼
育
試
験

　

続
い
て
、
令
和
５
年
１
月
及
び
３
月
採
卵
で
得
ら
れ

た
稚
貝
（
以
下
、
１
月
採
卵
群
及
び
３
月
採
卵
群
と
略

す
）
を
用
い
た
飼
育
試
験
を
令
和
５
年
５
～
10
月
に
西

海
市
西
海
町
地
先
で
行
い
、
両
群
の
へ
い
死
率
と
殻
長

の
推
移
を
調
べ
ま
し
た
。

　

５
～
10
月
の
へ

い
死
率
の
推
移
を

図
２
に
示
し
ま
す
。

へ
い
死
率
は
、
各

群
で
５
～
６
月
と

８
～
９
月
の
期
間

に
高
く
な
り
、
こ

の
期
間
の
へ
い
死

率
は
、
１
月
採
卵

群
が
３
月
採
卵
群

と
比
べ
て
い
ず
れ

も
低
い
値
と
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、

試
験
終
了
時
の
10

月
の
へ
い
死
率
は
、

１
月
及
び
３
月
採

卵
群
で
28
％
及
び

80
％
と
な
り
、
へ

い
死
率
は
、
１
月

採
卵
群
が
３
月
採

卵
群
の
約
３
分
の

１
と
明
ら
か
な
差

が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
平
均
殻
長
の
推
移
を
図
３
に
示
し
ま
す
。
平

均
殻
長
は
、
両
群
と
も
へ
い
死
率
が
高
か
っ
た
５
～
６

月
と
８
～
９
月
に
鈍
化
し
た
も
の
の
、
１
月
採
卵
群
は

３
月
採
卵
群
と
比
較
し
て
、
終
始
大
き
く
推
移
し
ま
し

た
。
試
験
開
始
時
と
終
了
時
の
平
均
殻
長
は
、
１
月
採

卵
群
及
び
３
月
採
卵
群
で
６
～
52
㎜
及
び
２
～
23
㎜
と

な
り
、
へ
い
死
が
み
ら
れ
た
６
月
と
９
月
に
お
け
る
１

月
採
卵
群
の
平
均
殻
長
は
３
月
採
卵
群
と
比
べ
て
、
６

月
に
３
倍
、
９
月
に
２
・
６
倍
も
の
成
長
差
が
生
じ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
へ
い
死
が
多
く
み
ら
れ
た
９
月
に
感
染
症
の

検
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
各
群
と
も
ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子

が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
１
月
及
び
３
月
採
卵
群
は
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
ま
す
が
、
養
殖
業
者
か
ら
の
情
報
と

同
様
に
、
殻
長
が
大
き
い
１
月
採
卵
群
が
３
月
採
卵
群

よ
り
へ
い
死
率
が
低
く
、
早
期
採
卵
の
有
効
性
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　

今
後
も
本
県
の
真
珠
養
殖
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

さ
ら
な
る
課
題
の
解
決
に
向
け
研
究
を
進
め
る
と
と
も

に
、
開
発
し
た
技
術
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
、
養
殖
業
者
へ
の
普
及
や
種
苗
生
産
機
関
へ
の
技
術

移
転
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
担
当　

岩
永
俊
介
）

水産試験場だより

表１　13℃以上積算水温と採卵の結果表２　実用レベルでの採卵及び種苗生産の結果

採卵月
13℃以上の
積 算 水 温

（℃）

受精率
（％）

ふ化率
（％）

稚貝の
採苗率
（％）

Ｒ５ １月

230 99 92 10

250 98 94 11

270 99 93 10

Ｒ６ １月

230 98 92 11

250 99 91 10

270 98 91 11

13℃以上の
積 算 水 温

（℃）

内臓部１ｇ
あたりの

卵数（万粒）

受精率
（％）

ふ化率
（％）

0 24 10 0

150 47 69 30

200 94 85 74

230 109 99 98

250 97 97 96

270 108 97 95

図２　へい死率の推移

 へ
い

死
率

（
％

）

図３　平均殻長の推移

 平
均

殻
長

（
ｍ

ｍ
）
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漁協は、ＪＦグループへ。

ＪＦブランド商品

漁船用エンジンのための最高級オイル。
〈エンジンオイル〉
　大漁スーパー
　大漁ロイヤル
　大漁ＬＬ
〈油圧作動オイル〉
　大漁ハイドロスーパー
〈冷凍機オイル〉
　大漁ベストクール

海には、ＪＦマークの商品を。
　

問い合わせ先　　　ＪＦ全漁連　購買事業部　石油第２課　　TEL　03-6222-1323
問い合わせ先　　　ＪＦ長崎漁連　購 買 課　 　　TEL　095-829-2419

ＪＦグループ

お問い合わせは、長崎県漁連 購買課まで　TEL  095-829-2418～2420

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
！

わ
ず
ら
わ
し
さ
と
窮
屈
さ
か
ら
解
放
！

ベ
ス
ト
感
覚
で
着
れ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

常
時
着
用
型
救
命
胴
衣（
自
動
膨
張
式
）

反射リフレクター
エアー吹入補充バブル
ホイッスル
炭酸ガスボンベ
手動レバー

長崎県漁連 WEBサイトアドレス
http://www.nsgyoren.jf-net.ne.jp/

発行／長崎県漁業協同組合連合会
〒 850-8686　長崎市五島町２番 27 号　TEL095-829-2413

年間購読料 2,000 円（会員の購読料は会費に含む）
漁連だより No.351／2024.07･08

「ギョレンオイル大漁」
発売から50年

中・小型漁船の高速エンジン用（SAE30、40、15W-40）

大・中型漁船の中・低速エンジンオイル（SAE30、40）

大・中型漁船の長期航海用（30、40）
小型高出力エンジン用のロングライフオイル（15W-40）

耐荷重性に優れた漁船用油圧作動油（ISO VG32、46）

陸上冷凍装置から遠洋漁業の超低温冷凍装置まで
（ISO VG32、46）

「ギョレンオイル大漁」は、漁船で使用される機
械とその使用条件を考慮して定めた規格に合わせ
て開発した、漁船のためのエンジンオイルです。


